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論文内容の要旨
本論文は，可視域のレーザーを用いたブリルアン散乱分光装置の試作とその応J! I について記述した
もので， 6 章より成っている。
第 l 章は緒論で従来の研究の概要について述べ，本論文の目的と意義について明らかにしている。
第 2 章は本研究の解析に必要なブリルアン散乱理論及びファブリペロー干渉分光装置の原理ルつい
て述べている。
第 3 章では，弱い散乱光を効率よく分光測光するための，ファブリベロー干渉分光計を用いたブリ
ルアン散乱測定の最適条件について述べている。最適条件は，分光に必要なファブリーベロ一分光器の
分解能，町l るさ及び結像系の設定から決定された。分解能は系が決った後ではピンホール開口比が可
変パラメーターとなり，最適開口比として3.6XI0- 3 rad. が得られ，この値は本装置に換算するとピ
ンホール 2 mm 持に対応する。結像系の倍率は，分光器としてできるだけ明るく，かつ有限の集光立体
角によるスペクトル拡がりが装置幅よりも小さいという条件から約 2倍となった。この決定方法は任
意の装置に対しでも適用でき， S/N及び精度の点から十分良好な結果を与えることがわかった。
第 4 章では，パックグランド光減少を目的とした微分振動型ファブリベロー干渉分光装置の試作と
それによるプリルアン散乱スペクトル測定について述べている。ブリルアン散乱では，バックグラン
ド光としてレイリ一光のすそ，直接透過成分などがある。この装置は片方のエタロンを微小振動させ，
同時に圧力変化により波長走査するのでスペクトルは微分波形となる。エタロンの最適振動振幅は，
微分波形出力，微分形フィネス及びレイリーリミットでの 2 つのスペクトルの分離状態などの観点か
ら，通常形スペクトルの半値幅のM と決定された。この方法によればバックグランド光の大きいブリ
????
ルアン散乱に対してバックグランド光が減少するので，従来の装置より検出感度が増加することがわ
かった。
第 5 章では， KCe-KBr 系， NaCe 斗~aBr 系及び、NaBr -KBr 系アルカリハライド混品のブリル
アン散乱について述べている。ここではブリルアンシフト量から混品比に依存した音速及び弾性定数
C lI , C12し， C 4叫4 が求められた o C12 , C 4“4 は成分と共に直線変化を示し ，C 1日1は中間成分で小さい非直線変化をすることがわかつた O
第 6 章では強誘電体物質のブリルアン散乱について述べている。ここではKNb0 3及び~NaH3(Se03)2 
の各音響モードによる散乱断面積を計算し， さらに例えば KNb03の (101) フォノンのブリルアン散乱
からオーバーダンプした光学モードによる大きなバックグランドが見られるなど強誘電体の基礎的デ
ータが得られた。
論文の審査結果の要旨
本論文は低波数域分光の有力な手段であるプリルアン散乱分光に対する圧力掃引微分振動型ファブ
リペロー干渉分光装置を試作して，その性能を検討し，若干の物質のブリルアン散乱スペクトルを測
定した結果についてまとめたものである。
すなわち，まづ分解能，明るさ及び結像系を考慮したファブリベロー干渉計の最適使用条件を考察
し，実験的に確めた。この決定方法は任意のファブリペロー干渉計に適用することができる。ついで
微分振動型のファブリペロ-干渉計を設計し，試作し，最適振動振幅，分解能などの特性を求め，若
干の液体，同体のブリルアンスベクトルを測定して検出感度の改良，パックグランド光の除去などの
利点を明らかにした。さらにこの装置を用いてアルカリハライド混品や，強誘電体のKNb0 3 および
NaH3 ( Se03)2 についてそのブリルアン散乱を理論的および実験的に研究し，従来まだ報告されてい
なかった有用な知見を得た。
以上のように本研究は低波数分光技術の分肝に大きく寄与するとともに光散乱物性の一端を解明し
たものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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